
 

（第２号様式）   
令和５年４月 28日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立元石川高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

これからの時代
を心豊かにたく
ましく生きてい
く力を育むた
め、主体的に学
ぶ意欲を高め、
資質・能力を育
成する教育課程
編成や組織的な
授業改善に取り
組む。 

(1)生徒が主体
的な学びを実現
できるような授
業実践をする。 
新教育課程の完
成年度を見据
え、生徒の資
質・能力の育成
するような教育
課程の点検・改
善に取り組む。 
(2)主体的・対
話的かつ教科横
断的な学びの視
点を踏まえた授
業力向上推進重
点校事業とし
て、ルーブリッ
ク評価や ICT 活
用を含めた振り
返りを行い、生
徒の自己調整学
習を促す。 

⑴①授業力向上
推進重点校とし
ての組織的な授
業改善に取り組
む。 
②進路希望に対
応した教育課程
を編成する。 
(2)①生徒の主体
的・対話的な学
びが継続する活
動を行う。 
②各学期の研究
授業の実践と、
ルーブリック評
価を実施する。 
③ICTやその他の
ツールを使用し
た振り返りを設
定する。 
④ICT利活用によ
る校務の効率化
と情報スキルの
向上を図る。 

(1)①授業アン
ケートの当該項
目の数値が昨年
度に比べ上昇し
たか。 
②生徒のニーズ
を踏まえた選択
科目の展開・設
定ができたか。
(2)①②全教科
で各活動の基準
となるルーブリ
ック評価が実施
できたか。 
③全教科で適切
なツールを使用
した振り返り活
動が週に１回は
実施できたか。 
④適切なタイミ
ングで、職員と
生徒双方が滞り
なく ICT 利活用
ができたか。 

     

２ 生徒指導・支援 

部活動や行事、
日常的な生徒指
導を通して、社
会規範を身に付
け責任感や連帯
感を高め、自己
実現に向けて努
力する姿勢と命
を大切にする心
を育む。 

(1)新型コロナ
感染の新しい対
応策を踏まえな
がら、生徒が部
活動や学校行事
に積極的に参加
し、他者との関
わりの中で自己
有用感を持つこ
とができるよう
指導、支援す
る。 
(2)①学校説明
会での生徒参加
により、生徒自
らの自己肯定感
を高める。 
②「１人１台端
末」の活用が更
に促進されてい
るため、生徒の
情報モラルの向
上に一層努め
る。 
 

(1)①学校行事に
生徒が中心とな
って取り組める
よう内容を精選
し、保護者や地
域と協力しなが
ら運営する。 
②部活動加入率
を保ち、部活動
の 活 性 化 を 図
る。 
③交通安全に係
る定期的な指導
を行う。 
④教育相談窓口
を活性化し、外
部機関等とも連
携し適切な対応
がとれる組織を
構築。職員の知
識やスキル向上
を図る。 
(2)①ボランティ
ア委員や生徒会
と協力し、質の
高い学校説明会
を運営する。 
②情報モラル向

(1)①アンケー
トにおける生徒
や保護者等の満
足度が高まった
か。 
②２、３年次の
部活動加入率が
低下していない
か。 
③交通事故や近
隣からの苦情が
減少したか。 
④SNS での問題
行動が減少した
か。起こった場
合、組織的に対
応できたか。職
員の知識やスキ
ルの向上が図れ
たか。 
(2)①学校説明
会で、生徒のス
タッフ参加を促
し、アンケート
結果の満足度が
8 割以上となっ
たか。 
②情報モラル向
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上の研修会等を
実施する。 

上のための研修
を行えたか。 

３ 進路指導・支援 

生徒一人ひとり
の進路希望実現
に向け、自らの
キャリア発達を
意識できる、３
年間を見通した
進路指導の充実
を図る。 

(1)生徒一人ひ
とりの進路実現
を支援する体制
を充実させる。 
(2)3 年間を見
通した進路支援
を行い、キャリ
ア意識の向上を
図る。 
 
 

(1)２学年の早い
時期に「第 1 志
望宣言」を書か
せ、生徒１人ひ
とりの進路希望
に対応したきめ
細やかなキャリ
ア支援を行う。 
(2)Classi等のツ
ールや外部講師
を活用、生徒の
キャリア意識の
向上を図る。 
 

(1)情報提供や
進学指導を充実
させ、生徒の進
路実現をサポー
トすることがで
きたか。 
(2)Classi 等の
ツールや外部講
師を活用し、生
徒のキャリア意
識の向上を図る
こ と が で き た
か。 

     

４ 地域等との協働 

地域に開かれた
学校としての取
組みをさらに進
め、保護者や地
域、大学等外部
機関、行政機関
等との連携を促
進し、協働と信
頼に根ざした学
校づくりを推進
する。 

(1) 地 域 と 連
携・協働する機
会を多く持ち、
地域に学校の情
報を発信し、生
徒の主体性を向
上させる。 
(2)他校や大学
等との連携を促
進し、協働と信
頼に根ざした学
校づくりを推進
する。 
(3)ICT を利用
し次世代を担う
人づくりを実践
する。 

(1)生徒の活動を
通して、地域や
外部機関との交
流を図る。 
(2)部活動や委員
会 を 中 心 に 他
校、外部関係者
との外部連携を
推進する。 
(3)本校のクラウ
ドシステムを用
い、諸連絡やア
ン ケ ー ト な ど
様々な場面で保
護者にも同シス
テムを利活用し
てもらう。 

(1)各活動に部
活動や委員会の
生徒に参加して
もらえたか。 
(2)外部と協力
し、生徒の活動
を充実させられ
たか。 
(3)三者面談を
通し、全保護者
の登録状況・利
用状況の確認を
し、活用を促す
こ と が で き た
か。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

保護者や周辺地
域による、本校
の教育活動に対
する理解を深化
させるととも
に、安全・安
心・快適な学習
環境を整備し、
保護者や県民か
ら信頼される学
校づくりを確立
する。 
 
 
 

(1)教育環境の
整備(安心、安
全、快適な学習
環境の整備) 
(2)生徒、職員
の学校防災活動
の日常からの意
識付けを図る 
(3)防災備蓄品
の整備と拡充 
(4)40 周年式典
の準備、運営 
(5)ICT 利活用
のインフラの整
備を推進する 
(6)関係部署で
生徒のアカウン
トの整理、管理
を行う。 

(1)SDGｓを視野
に入れた教育環
境を整備する。 
(2)災害等緊急事
態に素早く対応
し、早期に学習
環境の通常復帰
ができるよう、
様々な場面を想
定して、対応策
を検討する。 
(4)PTA 、 同 窓
会、校内各ｸﾞﾙｰ
ﾌﾟと綿密に連携
し、運営を進め
る。 
(5)全 HR 教室で
のデバイス活用
が快適に行える
よう整備する。 
(6)生徒のアカウ
ントの適切な管
理を行う。 

(1)重点項目に
しっかりと手厚
い配備・整備が
できたか。 
(2)実践的かつ
実用的な防災意
識を、日常的に
各教科などの学
習活動にも広げ
て意識付けを図
れたか。 
(4)滞りなく実
施できたか。 
(5)教員・生徒
双方の ICT 利活
用がスムーズに
行える教室の環
境整備ができた
か。 
(6)生徒のアカ
ウント管理につ
いて周知徹底で
きたか。 

     

 


